






















リール刃
（回転刃）固定刃

ブレーカー
ボタン

ハンドル

六角棒レンチ
収納位置

パイプ

電源コード

ロックボタン

ハンドル

スイッチレバー

ロックレバー

グラスキャッチャー

ベルトカバー

刈込高さ
調節ダイヤル

切換スイッチ

製造番号
表示位置













❶ ❷

❶

❷

❸

銘板

スイッチレバー ロックボタン

②
引く

①押したまま



フック

グラスキャッチャー

アーム

ハンドル 起こす



六角棒レンチ

ハンドル

閉じる

ハンドル

ロックレバー

パイプ

伸ばす

開く

①

②

③



固定刃

固定刃
六角穴付ボルト

（すり合わせ調整用）

六角穴付ボルト
（すり合わせ調整用）

 六角棒レンチ

ゆるむしまる

紙

リール刃

回す

固定刃



スイッチレバー ロックボタン

②
引く

①押したまま

ブレーカーボタン



刈込高さ
調節ダイヤル

ロック解除ボタン

①押したまま

②回す



電源コード
延長コード





切換スイッチ

カバー
開く



順次短く

電源に近いところから



1回目 2回目 3回目

刈込幅

インジケーター

1/2～1/3重ねて刈る



約5～10mm

約3mm/回

直径3mm以下の細かい土

刈込高さ
約10～15mm

茎

1回目 2回目 3回目

1/2～1/3重ねて刈る



●芝の手入れのしかた

目土は茎の葉が隠れない程度に、
薄く入れます。

あまり芝を長く伸ばさないで　　
定期的に刈込みます。

施肥は、均一にムラにならないよう
に注意します。施肥をした後は、直ち
に水を散布して、溶かすようにしま
す。

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

芝
刈
り

水
や
り

サ
ッ
チ
ン
グ

目　　土

施　　肥

月２～３回

週１～２回

週１～２回

週３回

月１回

サッチが
たまったとき

年１回

水やりは、平均してムラなく散水
し、少しの水を長い時間かけてま
きます。

（夏芝） （冬芝）

（比較的長め） （比較的長め）

（短く）

備　考月
作業

芝生にたまったサッチ（刈クズ、
枯れた芝の葉、茎、根など）は別
販売品のサッチング刃セットを使
い定期的に除去してください。

根
切
り

・高麗芝， 野芝， ベント芝， バミュ
ーダ芝など「ほふく茎」により成
長する芝に有効です。
・芝の伸びが遅くなった時に使用
してください。



カバー
開く



切換スイッチ

ハンドル

六角棒レンチ

固定刃

六角穴付ボルト
（すり合わせ調整用）

六角穴付ボルト
（すり合わせ調整用）

 六角棒レンチ

固定刃

ゆるむしまる

リール刃



ブラシ

リール刃を回すリール刃

六角穴付ボルト
（すり合わせ調整用）

 六角棒レンチ

固定刃

リール刃

リール刃を回す



切換スイッチ

スイッチレバー ロックボタン

②
引く

①押したまま



ベルトカバー
六角穴付ボルト

ハンドル

六角棒レンチ

六角棒レンチ

ベルトカバー

六角穴付ボルト

ゆるむ



六角棒レンチ

大プーリー

小プーリー

ベルト

回す方向

防じんプレート

刃物側

大プーリー側

リール刃

大プーリー大プーリー側の形状 刃物側の形状

スプリング

カッターホルダー
シャフト

六角穴付ボルト
（すり合わせ調整用）

カッターホルダー
（固定刃付）

六角棒レンチ

六角穴付ボルト
（すり合わせ調整用）

カッターホルダー
　（固定刃付）

六角穴付ボルト
（すり合わせ調整用）



六角棒レンチ

六角穴付ボルト

六角穴付ボルト

リール刃

カッターホルダー（固定刃付）

②取外す

凹部

①ずらす



ベアリングホルダー

ベアリング

　ワッシャー リール刃

大プーリー



ベアリング

　ワッシャー
（凹がリール刃側）

リール刃

大プーリー

ベアリングホルダー



大プーリー

小プーリーの溝にベルトを
確実に引っ掛けます。

ベルトを大プーリーの
溝に引っ掛けながら
回し、確実に溝に入れて
いきます。

大、小プーリーの溝に正しく
入っているか、確認してくだ
さい。

小プーリー

ベルト

大プーリー

小プーリー

大プーリー

ベルト



六角穴付
ボルト

 

六角棒レンチ

固定刃

ゆるむしまる













対象商品 外観色調 生産時期 製造番号

MS-350 ダークグリーン

グリーン

ダークブルー
ダークブルー

S-801
S-801S
S-801M

1999年～2001年 44001～52000
90001～103000

12001～15730
6001～7828
7001～9000

178001～185000
2001年～2002年
2006年～2007年

2000年～2001年
2004年～2005年

2001年

詳細は右のQRコードまたはＵＲＬからご参照ください。
https://www.kyocera-industrialtools.co.jp/notices/2012/07/000371.html

当社サービスネットワーク（営業所一覧）は、ＱＲコード
またはURLからご確認ください。

■メールによるお問い合わせ
ＱＲコードまたはURLからご確認ください。

■電話によるお問い合わせ

当社WEBサイトのサポートページ「よくある質問」や
「チャットボット」をご利用ください。

部品のご入用、故障の場合、その他取り扱い上ご不明な点があった場合には、
ご遠慮なくお買い上げの販売店にお問い合わせください。

回収のために下記のリョービ電動サンダーを探しています。

https://www.kyocera-industrialtools.co.jp/info/

https://www.kyocera-industrialtools.co.jp/support/

https://www.kyocera-industrialtools.co.jp/support/network/

商品のお問い合わせ窓口

サービスネットワーク（営業所一覧）

※通話料金はお客様負担となります。

※改良のためお断りなく仕様、外観などを変更することがあります。



製造番号

　　　　　　 　

●

本書はお買い上げ日から

 


